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最近開発された複数のシンチレータを用いて放射線位置検出器を開発し、それぞれの空間分解

能と放射線の種類に対する波形弁別能を評価した。評価したシンチレータは YAP、LaGPS、GAGG で、

それぞれ薄いシンチレータ板を位置有感型光電子増倍管に光学結合し、重心計算により放射線入

射位置を、2 種積分法により波形解析を行った。その結果、高い空間分解能を有する検出器、あ

るいは放射線の種類を弁別可能な検出器を開発することができた。 

Fig.1(左)に開発した YAP 検出器のアルファ線に対するスリット画像を示す。4Lp/mm まで分解

でき、空間分解能は 0.25 ㎜以下であることが明らかになった（Fig.1(中)）。エネルギー分解能は

7% FWHM であった（Fig.1(右)）。 

Fig.2(左)に開発した LaGPS 検出器の、アルファ線とガンマ線同時照射時のスリット画像を示

す。アルファ線によるスリット画像と均一に分布するガンマ線の分布が観察される。波形スペク

トルはアルファ線とガンマ線の２つのピークが分離できた（Fig.2(中)）。右のピークのみの画像

を作成するとガンマ線の影響のない、アルファ線のみの画像を得ることができた（Fig.2(右)）。 

  

Fig. 1 Slit image (left), profile of image (middle) and energy spectrum of YAP imaging detector for 5.5 

MeV alpha particles  

    

Fig. 2 Slit image during irradiation of 5.5 MeV alpha particles and 0.66 MeV gamma photons (left), 

pulse shape spectra (middle) and image discriminated for right peak (right) of LaGPS imaging detector  
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